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技術センター事業から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  FAX：0773-43-4341  E-mail：chutan@mtc.pref.kyoto.lg.jp

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

介護福祉研究会

　医療用小型酸素ボンベは、アルミライナーに炭素繊維を
フープ方向とヘリカル方向に巻き付けた複雑な構造になって
います。またこのボンベは十分な強度があればよいというだ
けではなく、最少破裂圧力で胴部の中央から安全に破裂しな
ければなりません。このような設計仕様に的確に対応するた
めにＣＡＥによる検討を行いました。酸素ボンベに内圧をかけ
たときの変形図（図-1）では、中央部が膨れ破壊に至る様子を
示唆しています。炭素繊維の巻き付けを異方性材料とし、さら
にそれを軸対称要素の材料定数に変換して解析しています。

ＣＡＥ技術研究会の活動報告

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 機械設計・加工担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

18Management & Technology for Creative Kyoto 2014.2

―ものづくり企業とデザインのマッチング―

―当研究会の事業内容、試作品の展示―

例えば自社製品を開発されるにあたって、デザイナーの力を借りようかと考えら
れたことはありませんか。一方で、デザイン料はどれくらい必要なのか、そのデザイ
ン料でどれだけのことをしてくれるのだろうか、本当に売れるものができるのだろ
うか、そもそも自社に適したデザイナーはどうやって探したらいいのだろう、といっ
た心配や不安があって、なかなか踏み切れないでいる。そういう経営者の方々に、
デザイナーさんたちと実際にお話しいただき、まずは距離を縮めていただこうとい
うのがこの催しです。
彼らがどんな考えでメーカーと一緒に仕事をされているのかを知り、自社で考え

ているプロジェクトに加わってもらってそれを進めることが実際に可能なのかを検
討し進めていく、その契機としていただければ幸いです。
今回は7社のデザイン企業がそれぞれのお仕事例を展示されて、皆さまのお越

しを待っておられます。ぜひともこの機会をご活用ください。

中丹地区企業の自主開発により、介護現場の声に耳を傾け、介護・福祉分野で日々のお困りごとを解決する新カテゴ
リー製品開発を目指しています。

「地域の福祉施設は生活の場である」という考えに立ち、施設内での介助
者や生活している入所者が抱える日々のお困りごとを、福祉の現場だけ
ではなくものづくり企業としての視線を交えていかに解決するかを開発
思想として、ものづくり企業が集まりました。

◉ 介護者の「入浴が楽しみになる擬壁画」（パネル展示）
◉ 介護負担を軽減する「把手付き介護用ベスト」
◉ 車いすを連結、緊急時等の早期避難を助ける「車いす連結器」

代　表　者　友繁 正司
参 加 企 業　サンワ化工㈱、ユーハン工業㈱、司工業㈱
外部指導員　京都府立大学大学院 生命環境科学研究科　三橋 俊雄 教授
事　務　局　〒623-0011 京都府綾部市青野町西馬場下38－1 北部産業技術支援センター・綾部 内

（京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室）
Tel.0773-43-4340　Fax.0773-43-4341

〈研究会概要〉

出展者／アイ・シー・アイデザイン研究所、adoria company、インターデザイン研究所、o-lab、
Sakaki Design Studio、GK京都、デザインオフィス バックス

昨年(2013年)の「KYOTO DESIGN WORK SHOW」

浴室に設置された擬壁画

圧力容器の破損の様子

圧力容器の構造

（図-1） 酸素ボンベの変形図

（大展示場内 特設ブース）

（ものづくり加工技術展 A-39ブース）

■事業内容

■コンセプト

■展示内容

技術センター事業から

　当センターでは「設計者がＣＡＥをより身近に、手軽に」をコンセプトにした『ＣＡＥ技術研究会』を開催しています。ＣＡＥ解析の基礎的
な研修を終えた後、会員各自で設定した研究テーマに取り組み、実際のＣＡＥの活用技術を体験します。今回は会員の事例研究の内容
の一部をご紹介させて頂きます。

昨年度の事例研究テーマ

◉トルクセンサ用弾性リングの変形および応力解析
◉油圧シリンダのロッド継手部の応力解析　　　　　　　
◉医療用ストッキングの着用補助具の解析
◉カセッタ枠の積み重ねによる変形の検討
◉セファロアームの変形解析
◉Ｘ線発生装置の温度解析手法の検討
◉薄板ばねのスプリングバックの解析
◉パッキンの防水構造の最適化検討
◉金属円柱の断面変形解析
◉成形品取出機フレームの振動解析

平成25年度CAE技術研究会 成果発表のご案内

日　時　平成26年3月14日（金） 13：00～17：00
会　場　中小企業技術センター 5階 研修室
内　容　●活動内容の報告

●講演（演題および講演者は調整中）
●会員による事例研究の発表
　「高温環境下における応力解析」
　「油圧シリンダーの応力解析」など

参加費　無料 

京都ビジネス交流フェア2014 出展紹介
会 期　2014年2月20日(木)・21日(金)　10:00～17:00
会 場　京都パルスプラザ(京都府総合見本市会館)

■事例研究／ＦＲＰ酸素ボンベの解析手法の検討
（丸八株式会社 小林 史武 氏）

※フェアの詳細はP1～4をご参照ください。


